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リビアのオキナワ第一移住地では、2 世のみならず 3 世においても日本語が保持されてい
るのである。 
次の図 1に示す結果は、ブラジル・サンパウロ市のビラ・カロン地区とボリビアのオキ





































したエスニックコミュニティであり、次の表 1と表 2に見るように 2）、いずれも永住を目
的とした戦後移民である 3）（表中のNRは未回答を、「-」は出現数 0を示す。以下同様。）。 
 
表 1 渡航年代 
 カロン オキ移 
1成 1子 1成 1子 
1940年代 1 - - - 
1950年代 5 5 14 5 
1960年代 3 5 7 6 
NR - - - 1 
合計 9 10 21 12 
 
表 2 渡航時予定（1世成人のみ） 
 カロン オキ移 
永住 7 21 
一時 1 - 
未定 1 - 










表 3 言語生活調査の概要 
調査地点名 ビラ・カロン地区（ブラジル） オキナワ第一移住地（ボリビア） 




















 表 4 言語生活調査の項目 
1 個人的属性 1：社会的属性（全世代共通） 6 日本語・沖縄方言・現地語能力意識 
2 個人的属性 2：言語生活史（1世用／2世以下用） 7 日本語・沖縄方言教育意識 





 本稿の分析に用いた言語生活史の項目の詳細は次のとおりである 6）。 
 










 a. 家庭で（祖父母、両親、兄弟に対して） 







異なる場合、子どもの世代は若い親の方の世代と等しいものとした。つまり、1 世と 2 世
の間に生まれた子どもは 2 世となる。また、1 世については、言語形成期を考慮し、暫定
的に、渡航時に 13 歳以上であった場合は「成人移民」、12 歳以下であった場合は、「子ど
も移民」として扱った。本稿の分析の中心となるのは、ビラ・カロン地区の 2世 36名と、
オキナワ第一移住地の 2世 52名である。 
表 6 分析対象者の世代別分布 
 ビラ・カロン地区 オキナワ第一移住地 
1世 
成人 9 21 
子ども 10 12 
2世 36 52 
3世 13 8 
















触有無を見ると、表 7のようになる 7）。 
 
表 7 ガイジンとの接触有無（1世成人） 
 カロン オキ移 
あり 5 8 
なし 4 13 



























とてもよく - - 111） 
よく - - - 
少し - 5 3 
まったく 6 16 17 
NR 3 - - 
合計 9 21 
 
表 9 移住当初の現地語使用の有無（1世成人） 
 カロン オキ移 
あり 3 2 
なし 3 16 
NR 3 3 









表 10 「ガイジン」と接触時に使っていた言語（自由回答）（1世成人） 
カロン 
1) ジェスチャー：「身振り手振りで」「手まね」 






        「いろんな方法、主にジェスチャー」「手ぶりで」 
2) 片言のスペイン語：「片言、スペイン語」「片言のスペイン語」 
3) その他：「相手が話すスペイン語を聞き、物の名前で話していた」 





表 11 現地語学習経験の有無（1世成人） 
 カロン オキ移 
あり 2 2 
なし 7 19 










表 12 本土系日系人との接触の有無（1世成人） 
 カロン オキ移 
あり 4 5 
なし 5 16 


















とてもよく 4 15 13 
よく 3 5 6 
少し 1 1 2 
まったく 0 - - 
NR 1 - - 
合計 9 21 
表 14 移住当初の日本語使用の有無（1世成人） 
 カロン オキ移 
あり 5 19 
なし 2 1 
NR 2 1 













表 15 移住前の沖縄方言の理解度（1世成人） 
 カロン オキ移 
とてもよく 8 20 
よく 1 - 
少し - 1 
まったく - - 
合計 9 21 
 
表16  移住当初の沖縄方言使用の有無（1世成人） 
 カロン オキ移 
あり 9 18 
なし - - 
NR - 3 












表 17 「ガイジン」との接触の有無（1世子ども） 
 カロン オキ移 
あり 3 5 
なし 6 7 
NR 1 - 
















とてもよく - - - 
よく - - - 
少し - - - 
まったく 6 7 7 
NR 4 5 5 
合計 10 12 
表 19 移住当初の現地語使用の有無（1世子ども） 
 カロン オキ移 
あり 1 3 
なし 5 2 
NR 4 7 
合計 10 12 
 
 
















表 21 現地語学習経験の有無（1世子ども） 
 カロン オキ移 
あり 5 2 
なし 5 5 
NR - 5 











表 22 本土系日系人との接触の有無（1世子ども） 
 カロン オキ移 
あり 4 2 
なし 5 8 
NR 1 2 













とてもよく 5 5 5 
よく - - - 
少し 2 1 - 
まったく - 1 2 
NR 3 5 5 
合計 10 12 
表24 移住当初の日本語使用の有無（1世子ども） 
 カロン オキ移 
あり 9 6 
なし 1 2 
NR - 4 









 カロン オキ移 
とてもよく 4 4 
よく 3 - 
少し 1 2 
まったく - 1 
NR 2 5 
合計 10 12 
 
 表 26  移住当初の沖縄方言使用の有無（1世子ども） 
 カロン オキ移 
あり 9 7 
なし 1 1 
NR - 4 




































聞ける 話せる 読める 書ける 
沖縄方言 4 4
日本語 4 3.8 3.76 3.31












聞ける 話せる 読める 書ける 
沖縄方言 3.96 3.79
日本語 3.8 3.59 3.67 3.47















ビラ・カロン地区の 1 世子どもの方が、オキナワ第一移住地の 1 世子どもよりも、「読め
る」「書ける」に対する自己評価が高い。 
 
図 3 言語能力意識（1世子ども） 
 
 
日本語については、オキナワ第一移住地の 1 世子どもの場合、1 世成人の自己評価とそ




聞ける 話せる 読める 書ける 
沖縄方言 3.44 3.14
日本語 3.38 3.34 2.03 2











聞ける 話せる 読める 書ける 
沖縄方言 3.71 3.52
日本語 3.76 3.55 3.5 2.86













































表 27 就学以前における言語使用 
 カロン オキ移 
家庭内 友人間 家庭内 友人間 
主に方言 - - - - 
方言日語半  々 - - 9 - 
主に日語 3 2  26 27 
日語ポ語半  々 4 1 12 17 
主にポ語 8 25  1 3 
三言語併用 6 - 4 2 
方言ポ語半  々 7 - - - 
NR 8 8 - 3 










約 39％になり、上の世代に対しては日本語使用を保持している 2世が見られる。 
 
表 28 初等・中等教育時の上の世代との言語使用（ビラ・カロン地区） 
 初等教育時 中等教育時 
対祖父母 対両親 対祖父母 対両親 
主に方言 3 - 2 - 
方言日語半  々 - - - - 
主に日語 6 3 3 2 
日語ポ語半  々 6 3 3 2 
主にポ語 4 17 11 20 
三言語併用 7 4 6 3 
方言ポ語半  々 1 1 - 1 


























対祖父母 対両親 対祖父母 対両親 対祖父母 対両親 
主に方言 - - - - - - 
方言日語半  々 3 4 5 2 3 5 
主に日語 24 39 24 37 19 31 
日語ス語半  々 - 6 - 10 - 9 
主にス語 - 1 - 1 1 2 
三言語併用 - - - - - 1 
方言ス語半  々 - - - - - - 
NR 25 1 23 2 29 4 














日系人 ウチナーンチュ 現地人 
主に方言 - - - - 
方言日語半  々 - - - - 
主に日語 1 1 1 - 
日語ポ語半  々 - - 1 - 
主にポ語 27 27 25 27 
三言語併用 - - 1 - 
方言ポ語半  々 - - - - 













学校 地域 学校 地域 学校 地域 
主に方言 - - - - - - - 
方言日語半  々 - - - - - - - 
主に日語 1 1 1 1 1 - - 
日語ポ語半  々 - - 1 - 1 - 1 
主にポ語 27 27 25 26 25 27 26 
三言語併用 - - 1 1 1 - - 
方言ポ語半  々 - - - - - - - 












表 32 初等教育時の同世代との言語使用（オキナワ第一移住地） 
 対兄弟 
対友人 
日系人 ウチナーンチュ 現地人 
主に方言 - - 1 - 
方言日語半  々 1 - - - 
主に日語 25 8 15 1 
日語ス語半  々 14 16 14 1 
主にス語 10 9 10 46 
三言語併用 - 1 - - 
方言ス語半  々 - - - - 


















学校 地域 学校 地域 学校 地域 
主に方言 - - - - - - - 
方言日語半  々 1 - - - - - - 
主に日語 19 5 4 13 10 - 1 
日語ス語半  々 17 16 23 17 28 2 1 
主にス語 11 10 11 11 10 43 45 
三言語併用 - - - - - - - 
方言ス語半  々 - - - - - - - 

















学校 地域 学校 地域 学校 地域 
主に方言 - - - - - - - 
方言日語半  々 1 - - - - - - 
主に日語 12 7 4 8 8 - - 
日語ス語半  々 22 20 23 23 28 - - 
主にス語 12 9 10 10 11 46 47 
三言語併用 - - - - - - - 
方言ス語半  々 - - - - - - - 





















含まれている 2世については除外した 21）。）。 
 







































表 35 日本語能力（話し言葉）が保持されているビラ・カロン地区の 2世の詳細 
 話者記号 性別 年齢 出生年 国籍 職業 平均値 
1 BR2M23−67 M 23 1982 ブラジル プログラマ  ー 3.8 
2 BR2F30−53 F 30 1975 ブラジル 行政補佐官 3.7 
3 BR2M27−25 M 27 1978 ブラジル 商業 3.2 
4 BR2F25−66 F 25 1980 ブラジル 服飾関係・スタイリスト 3.2 
5 BR2F43−54 F 43 1962 ブラジル 商業 3.0 


























 BR2F30−53さんは、1975 年生まれの 2 世である。BR2F30−53さんの日本語能力意識の
高さは、デカセギ経験に起因していると考えられる。日本で 3年半間デカセギをしており、


















































3 年間、週に 5回、毎日 1時間ずつ通っていたという。週に 5回という回数は、ビラ・カ




















































































1 BR2M23−67 ◎ NR × NR △ 〇 
2 BR2F30−53 × × ◎ △ × ◎ 
3 BR2M27−25 〇 〇 ◎ 〇 △ ◎ 
4 BR2F25−66 △ △ × ◎ ◎ 〇 
5 BR2F43−54 △ △ × △ ◎ 〇 



















人が多い 23）。また、日本語の継承意識も高い 24）。 



















表 37 就学以前における言語使用 











表 38 初等教育時における言語使用 
 
上の世代 同世代 
















図 5 ビラ・カロン地区とオキナワ第一移住地の 2世の言語生活史  
 
 







































3）ビラ・カロン地区の 1名を除く。1940年代に見られる 1名は 1941年に渡航しており、戦前移民である。 







 a. 家庭での言語使用 
 ・（祖父母、両親、配偶者、兄弟、子どもに対して）どのことばで話すか／話しかけられるか 
 ・家族全員が揃ったとき、どのことばで話すか 








 a. 日本語を学習したい（すべき）か／その理由 















































 聞ける 話せる 読める 書ける 
カロン 
未回答 - - 1 1 
複数回答 - 1 - - 
オキ移 
未回答 16 2 13 14 
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